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７
月
20
日
投
開
票
の
第
27
回

参
議
院
議
員
選
挙
で
は
、
Ｊ
Ｒ

東
労
組
と
し
て
８
名
の
推

薦
議
員
を
国
政
へ
送
る
こ

と
が
で
き
た
。
自
民
・
公

明
の
与
党
は
過
半
数
を
確

保
で
き
ず
、
衆
参
両
院
で

過
半
数
割
れ
と
な
っ
た
。

そ
の
一
方
で
票
を
伸
ば
し
た
の
が
国
民
民
主

党
と
参
政
党
で
あ
る
。
自
民
・
公
明
の
体
制

か
ら
、
今
後
の
日
本
の
政
治
は
他
党
連
立
型

に
な
る
こ
と
も
予
想
さ
れ
る
。

　
参
政
党
の
特
徴
と
し
て
、
一
般
層
か
ら
の

支
援
で
活
動
す
る
点
が
あ
る
。
特
に
も
中
小

企
業
経
営
者
や
、
開
業
医
、
弁
護
士
な
ど
で

あ
り
、
収
入
の
９
割
は
個
人
の
寄
付
や
党
費

な
ど
で
あ
る
と
い
う
。
特
定
の
支
援
団
体
や

支
持
母
体
が
無
い
こ
と
か
ら
、
組
織
代
表
と

し
て
選
挙
に
出
る
の
で
は
な
く
、
一
般
市

民
が
国
会
議
員
に
な
れ
る
仕
組
み
を
つ
く
っ

た
。
ま
た
、
当
初
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ

ン
接
種
の
推
奨
是
正
を
掲
げ
て
お
り
、
異
物

を
体
内
に
入
れ
な
い
と
い
う
考
え
方
は
「
排

外
主
義
」
と
も
親
和
性
が
高
い
と
さ
れ
る
。

「
反
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
」「
行
き
過
ぎ
た
外
国

人
受
け
入
れ
に
反
対
」
と
い
う
考
え
方
か
ら

生
ま
れ
た
「
日
本
人
フ
ァ
ー
ス
ト
」
と
い
う

キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
が
多
く
の
人
に
賛
同
さ
れ

た
。

　
物
価
高
騰
な
ど
生
活
苦
の
中
で
、「
消
費

税
減
税
」
「
社
会
保
険
料
削
減
」
な
ど
の
訴

え
は
魅
力
的
に
感
じ
る
。
し
か
し
「
日
本
人

フ
ァ
ー
ス
ト
」
な
ど
の
「
排
外
主
義
的
な
考

え
」
が
増
長
さ
れ
る
こ
と
に
危
機
感
を
持

つ
。
排
外
主
義
の
下
で
は
、
協
力
よ
り
も
分

断
が
つ
く
ら
れ
る
か
ら
だ
。

　
そ
の
中
で
、
参
政
党
は
８
月
15
日
の
終
戦

の
日
に
88
人
で
靖
国
神
社
を
参
拝
し
た
。「
二

度
と
日
本
が
戦
争
に
巻
き
込
ま
れ
な
い
よ
う

に
、
平
和
を
守
る
政
治
に
し
た
い
と
い
う
思

い
を
伝
え
た
」
と
報
道
さ
れ
、
終
戦
80
年
談
話
と
し

て
「
不
平
等
条
約
の
改
正
を
求
め
、
脱
亜
入
欧
の
旗

の
も
と
、
西
洋
列
強
の
帝
国
主
義
の
掟
に
合
わ
せ
て

軍
事
力
を
競
い
抜
い
た
77
年
の
歩
み
は
、
大
東
亜
戦

争
の
敗
戦
に
よ
っ
て
幕
を
閉
じ
た
」
と
公
式

サ
イ
ト
等
へ
掲
載
し
て
い
る
。
歴
史
認
識
に

お
い
て
私
た
ち
と
は
大
き
な
違
い
が
あ
る
。

「
脱
亜
入
欧
」
と
の
名
分
が
あ
れ
ば
戦
争
を

仕
掛
け
て
良
い
と
は
な
ら
ず
、
正
当
化
す
る

こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。

　
Ｊ
Ｒ
東
労
組
は
、
平
頂
山
や
南
京
に
行

き
、
日
本
軍
が
大
量
虐
殺
し
た
歴
史
を
学
ん

で
き
た
。
そ
こ
で
は
、
ア
ジ
ア
の
解
放
と
称

し
て
石
炭
資
源
を
奪
い
、「
記
念
撮
影
」
と

称
し
て
村
人
を
一
か
所
に
集
め
て
銃
殺
、
住

民
か
ら
は
物
を
強
奪
し
、
女
性
へ
は
暴
行
を

繰
り
返
し
た
と
い
う
日
本
軍
の
真
実
を
学
ん

だ
。
大
日
本
帝
国
憲
法
の
下
で
、
労
働
者
が

戦
争
に
加
担
し
、
平
頂
山
事
件
や
南
京
大
虐

殺
が
行
わ
れ
た
こ
と
か
ら
も
、
日
本
に
よ
る

侵
略
以
外
の
な
に
も
の
で
も
な
い
。

　
労
働
者
が
「
国
の
た
め
に
」
と
戦
争
に
加

担
し
た
歴
史
を
繰
り
返
さ
な
い
た
め
に
、
政

治
意
識
を
高
め
る
必
要
が
あ
る
。
戦
争
は
い

つ
の
時
代
も
権
力
者
の
利
益
の
た
め
に
行
わ

れ
、
犠
牲
に
な
る
の
は
労
働
者
で
あ
る
か
ら

こ
そ
、
労
働
組
合
が
労
働
者
の
受
け
皿
と
な

っ
て
声
を
集
め
、
た
た
か
う
こ
と
が
必
要
だ
。

　
Ｊ
Ｒ
東
労
組
は
特
定
の
政
党
を
支
持
す
る

の
で
は
な
く
、
Ｊ
Ｒ
東
労
組
の
運
動
や
考
え

な
ど
に
賛
同
し
、
想
い
を
一
つ
に
し
て
活
動

す
る
個
人
を
支
援
・
応
援
し
て
い
る
。
こ
の

考
え
方
は
今
後
も
変
わ
ら
な
い
。「
組
合
員

の
雇
用
と
生
活
を
守
る
」
た
め
に
は
、
一
定

の
思
想
や
情
勢
の
動
き
に
流
さ
れ
る
こ
と
が

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

　
私
た
ち
は
、
情
勢
に
流
さ
れ
る
こ
と
な

く
、
政
治
意
識
を
高
め
、
組
合
員
の
声
か
ら

職
場
の
現
状
を
掴
み
、「
抵
抗
と
ヒ
ュ
ー
マ

ニ
ズ
ム
」
を
根
底
に
「
安
全
・
健
康
・
ゆ
と

り
」
あ
る
職
場
を
つ
く
っ
て
い
く
。
そ
し
て

労
働
者
が
犠
牲
に
な
ら
な
い
た
め
に
憲
法
改

悪
に
反
対
し
、
平
和
な
社
会
の
実
現
に
向
け
て
た
た

か
お
う
。

労
務
管
理
の
強
化
に
よ
る
安
全
管
理
は
、 

 

国
鉄
時
代
へ
の
逆
行
だ
！

　
Ｊ
Ｒ
福
知
山
線
脱
線
事
故
、
Ｊ
Ｒ
羽
越
本
線
脱
線
事

故
か
ら
20
年
の
節
目
で
す
が
、
一
部
管
理
者
や
指
導
担

当
の
事
象
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
こ
れ
ら
の
事
象
の
共

通
点
は
、
原
因
究
明
や
共
有
化
が
ま
ま
な
ら
ず
、「
ル

ー
ル
を
守
れ
」
と
言
っ
て
い
る
管
理
者
や
指
導
担
当
が

自
ら
ル
ー
ル
を
破
り
、
指
摘
す
る
と
反
省
ど
こ
ろ
か
開

き
直
っ
て
隠
蔽
す
る
点
で
す
。
私
た
ち
が
ミ
ス
を
す
れ

ば
間
髪
入
れ
ず
に
周
知
さ
れ
ま
す
が
、
管
理
者
や
指
導

担
当
の
ミ
ス
は
そ
の
よ
う
に
扱
わ
れ
ず
、
恣
意
的
・
意

図
的
に
感
じ
て
な
り
ま
せ
ん
。
も
は
や
Ｊ
Ｒ
福
知
山
線

脱
線
事
故
前
夜
以
上
の
危
機
的
状
態
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。 

　
昨
年
の
安
全
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
会
社
は
「
ハ
ザ
ー
ド

の
除
去
」
と
い
う
考
え
方
を
取
り
上
げ
ま
し
た
。
ハ
ザ

ー
ド
と
は
、
危
害
を
も
た
ら
す
可
能
性
の
あ
る
も
の
や

状
態
を
指
し
、「
ハ
ザ
ー
ド
の
除
去
」
が
安
全
対
策
に

は
効
果
的
と
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、「
事
故
を
起
こ

し
た
人
」
や
「
体
調
を
崩
し
た
人
」
も
、
ハ
ザ
ー
ド
の

一
つ
と
さ
れ
る
そ
う
で
す
。
つ
ま
り
、
ミ
ス
を
し
た
人

に
は
乗
務
降
ろ
し
や
懲
罰
的
日
勤
教
育
を
行
い
、
基
本

動
作
を
徹
底
さ
せ
て
決
意
文
を
書
か
せ
、
そ
の
行
き
つ

く
先
は
「
ハ
ザ
ー
ド
の
除
去
」
と
し
て
処
分
や
配
置
転

換
な
ど
を
行
う
と
い
う
こ
と
で
す
。
原
因
究
明
の
観
点

は
全
く
見
え
ず
、
労
務
管
理
の
強
化
で
安
全
管
理
す
る

と
い
う
、
国
鉄
時
代
の
残
滓
と
言
う
べ
き
責
任
追
及
型

の
姿
勢
で
あ
る
と
し
か
思
え
ま
せ
ん
。

「
お
か
し
い
こ
と
に
は
お
か
し
い
」と 

 

モ
ノ
を
申
す
の
が
労
働
組
合
の
任
務

　
私
た
ち
は
東
中
野
事
故
を
契
機
に
「
国
際
鉄
道
安
全

会
議
」
を
Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
労
使
で
立
ち
上
げ
、
各
国
の

鉄
道
関
係
者
が
立
場
を
越
え
て
議
論
し
、「
責
任
追
及

か
ら
原
因
究
明
へ
」
と
い
う
安
全
哲
学
を
世
界
共
通
の

価
値
観
と
し
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
現
場
第
一
線
で

働
く
組
合
員
の
立
場
に
立
ち
、「
事
故
か
ら
学
ぶ
」「
失

敗
か
ら
学
ぶ
」
と
い
う
姿
勢
を
つ
く
り
出
し
て
き
ま
し

た
。 

　
し
か
し
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
で
は
「
責
任
追
及
か
ら
原
因

究
明
へ
」
と
い
う
安
全
哲
学
は
語
ら
れ
な
く
な
り
、
懲

罰
的
日
勤
教
育
や
パ
ワ
ハ
ラ
ま
が
い
の
精
神
教
育
が
横

行
、
そ
し
て
事
故
が
起
き
れ
ば
「
ハ
ザ
ー
ド
の
除
去
」

を
適
用
し
た
責
任
追
及
へ
と
先
祖
返
り
し
て
い
ま
す
。

一
方
で
一
部
管
理
者
や
指
導
担
当
の
失
敗
に
対
し
て

は
、
隠
蔽
・
捏
造
・
ご
ま
か
し
が
散
見
さ
れ
ま
す
。
ま

た
、「
融
合
と
連
携
」
や
労
働
密
度
の
強
化
、
行
き
過

ぎ
た
効
率
化
・
外
注
化
に
よ
っ
て
、
継
承
す
べ
き
技
術

・
技
能
が
崩
壊
し
て
き
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
経

営
幹
部
・
管
理
者
等
と
、
職
場
の
組
合
員
の
現
実
は
あ

ま
り
に
も
乖
離
し
て
い
る
の
で
す
。

　
私
た
ち
の
活
動
が
弱
く
な
る
ほ
ど
、
会
社
の
官
僚
体

質
は
強
く
な
り
ま
す
。
東
中
野
事
故
を
契
機
に
つ
く
ら

れ
た
訓
練
セ
ン
タ
ー
は
簡
素
化
さ
れ
、
管
理
者
層
は
ほ

ぼ
訓
練
に
参
加
し
て
い
な
い
と
い
う
現
実
も
聞
こ
え
ま

す
。
会
社
と
た
た
か
わ
な
け
れ
ば
、
お
客
さ
ま
や
仲
間

の
命
を
守
れ
ま
せ
ん
。
労
働
組
合
は
相
手
が
誰
で
あ
ろ

う
と
、
間
違
っ
て
い
る
こ
と
に
は
間
違
っ
て
い
る
、
お

か
し
い
こ
と
に
は
お
か
し
い
と
、
モ
ノ
を
申
さ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
が
労
働
組
合
の
任
務
で
あ
り
、

組
合
員
を
守
り
抜
く
唯
一
の
行
為
だ
か
ら
で
す
。

打
ち
立
て
た
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、 

 

組
合
員
・
未
加
入
者
で
結
集
し
よ
う
！

　「
Ｊ
Ｒ
東
日
本
グ
ル
ー
プ
の
さ
ら
な
る
飛
躍
に
向
け

た
新
た
な
組
織
と
働
き
方
に
つ
い
て
」
の
提
案
以
降
、

本
部
に
寄
せ
ら
れ
た
約
１
万
３
０
０
０
件
の
声
を
も
と

に
、
解
明
申
し
入
れ
そ
の
１
、
そ
の
２
の
団
体
交
渉
を

終
え
ま
し
た
。
そ
れ
に
踏
ま
え
て
本
部
は
「
定
期
昇
給

を
軸
と
し
た
新
た
な
格
差
と
分
断
、
不
利
益
変
更
反

対
！
安
全
・
健
康
・
生
活
を
守
る
た
め
、
全
組
合
員
で

た
た
か
お
う
！
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
打
ち
立
て
ま
し

た
。
こ
の
も
と
に
組
合
員
・
未
加
入
者
で
結
集
す
る
と

い
う
こ
と
で
す
。
「
責
任
追
求
か
ら
原
因
究
明
へ
」
の

安
全
哲
学
の
も
と
、
鉄
道
の
安
全
と
技
術
・
技
能
・
知

識
の
継
承
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
守
り
抜
く
た
め
に
挑
ん

で
い
き
ま
し
ょ
う
！

職場からの挑戦で、安全で安心して働ける職場からの挑戦で、安全で安心して働ける
職場をつくり出す８・８集会職場をつくり出す８・８集会 2025年8月8日

埼玉会館 （浦和）

　本部は8月8日に集会を開催し、238名の仲間が

結集しました。本集会は「ＪＲ東日本グループの

さらなる飛躍に向けた新たな組織と働き方につい

て」の施策が提案される中、事故・事象や、一部

管理者・指導担当による事象の隠蔽や不当労働行

為などが相次ぐ経営姿勢に対し、現場第一で抗し

ていくために開催しました。

　本部から「新たな組織と働き方」の解明交渉の

要点を提起後、職場からの報告がなされました。

討論では、運行優先の不安全事象、ハラスメント

のもみ消し、一部管理者の組合敵視、人事・勤労

ユニット集約による不利益変更など、16名から発

言がありました。

　ＪＲ東労組として「安全」を第一に掲げ、安心

して働ける職場をつくるためにたたかうことを確

認しました。

主
催
者
挨
拶

主
催
者
挨
拶（
要
旨
）

（
要
旨
）  

加
藤
中
央
執
行
委
員
長

加
藤
中
央
執
行
委
員
長

職場からのたたかいの報告職場からのたたかいの報告
■ ＪＲ福知山線脱線事故から20年　4.25踏査と職場実践 

 【仙台分会・宇都宮運輸区分会・横浜地本】

● 利益追求・安全軽視の会社姿勢、ご遺族の悲しみ、ＪＲ

西労の仲間の「風化させないたたかい」を学んだ。新幹

線統括本部での「稼ぐ」という方針は、当時の大阪支社

長方針と同じ。抗するには組織拡大が重要であり未加入

者に訴えていく。

● 日勤教育を放置し仲間を追い込んだ反省に立ち、ＪＲ西

労から学んだ。懲罰的日勤教育の狙いは①組織破壊、②

労務管理強化、③個人への責任転嫁。宇都宮では「抜け

が多く新人並みの教育を要した」「基本動作しないのが

悪い」と責任転嫁された。武蔵小金井駅暴行事件のＡさ

んも「150件の苦情をもらう社員を変えようと諭した」と

責任転嫁。会社のシナリオ捏造を許さずたたかう！

● 国府津でもミスした組合員に「熱のこもった指導」が行

われ、本人の意識変革が狙われた。ＪＲ西日本では2001

年に評価・成果型賃金制度を導入後、運転士の停止位置

不良でガッツポーズする車掌が現れた。命を守るために

実践する。

■ 新幹線列車分離　原因究明委員会からの提言 

 【新幹線協議会】

　東北新幹線で輸送障害が多発。最初の列車分離で

は、空気管開閉器の強制動作スイッチの端子に介在し

た切粉（金属の削りかす）が原因とされた。暫定対策

したものの２度目の列車分離が発生。同一の分併制御

盤が搭載された背景には予備品不足が指摘されてい

る。

　ＪＲ東日本の新幹線は「部品メーカーの推奨年数に

達してもメンテしながら使わざるを得ない現実」があ

る。多車種を有するにも関わらずコストダウンのため

に予備品の在庫を絞り、その後に部品が製造中止され

てしまう。ＪＲ東海のような主要機器の一斉取替は、Ｊ

Ｒ東日本では少ない。一方、コロナ禍でコストダウン意

識が醸成された頃から事象が多発するようになった。

　信頼回復には、事象が発生してから一斉取替するの

ではなく、「予防保全」とすべきだ。また、どの車種

でも使える共通部品化を進め、予備品の枯渇を防ぐこ

とが必要だ。ＪＲ東労組から新幹線の安全を創る。

■不当労働行為の実態を証言するたたかい 

 【大宮地本】

　不当労働行為の団体交渉を９回重ねたが解決

しない。私たちは会社が示した「６項目」に基

づき話し合いでの解決を求めたが、交渉日程を

引き延ばされ続けた。

　不当労働行為を受けた10名の組合員への聞き

取りを求め、聞き取りを終えた大宮支社は、①10

名の不安解消につながった、②新たな事実はな

く（不当労働行為を行った者への）処分は変わ

らない、③賞罰委員会への報告はしない、④当

該社員への謝罪は行わない、と回答した。会社

に自浄作用は無い。

　組合員は「不利益を被らないか」と不安を感

じつつも、「仲間を自分と同じ目に遭わせないた

めに」として聞き取りに向き合った。管理者や

指導担当の嘘・隠蔽・誤魔化しで「無かったこ

と」にさせてはならない。要求事項が履行され

ないなら残念ながら第三者機関の活用を検討せ

ざるを得ない。全地本と共にたたかう。

【
安
全
軽
視
の
経
営
姿
勢
】

副
長
が
私
服
・
未
抑
止
で
構
内
に
立
ち
入
る

事
象
が
発
生
。「
副
長
の
知
識
不
足
」
で
片

付
け
ら
れ
た
が
業
務
過
多
に
よ
る
弊
害
だ
▼

保
線
施
策
で
は
「
地
場
で
な
い
仕
事
は
怖

い
」
と
の
声
が
あ
る
▼
バ
ス
職
場
で
は
、
他

社
管
内
で
の
接
触
事
故
で
破
損
し
た
車
両

が
仮
補
修
の
ま
ま
高
速
走
行
。「
生
き
た
心

地
が
し
な
か
っ
た
」
と
の
声
も
。
ハ
ブ
ボ
ル

ト
折
損
や
津
波
避
難
指
示
中
の
運
行
継
続
な

ど
、
安
全
よ
り
運
行
優
先
の
体
質
だ
▼
バ
ス

職
場
で
の
退
職
者
が
相
次
ぎ
、
要
員
不
足
解

消
の
た
め
の
転
勤
の
影
響
で
全
箇
所
で
休
日

出
勤
が
常
態
化
。
管
理
者
や
本
社
課
長
も
乗

務
し
、
整
備
士
も
不
足
。
経
路
間
違
い
や
バ

ス
停
通
過
も
増
え
、
安
全
確
保
が
困
難
に
▼

仙
石
線
ワ
ン
マ
ン
化
で
は
、
地
下
ホ
ー
ム
の

柱
に
よ
る
酔
客
転
落
や
車
内
ト
ラ
ブ
ル
対
応

に
懸
念
が
あ
る
。
乗
務
員
が
津
波
警
報
時
に

列
車
監
視
を
指
示
さ
れ
た
事
例
も
あ
り
、
ワ

ン
マ
ン
化
の
安
全
性
に
疑
問
▼
実
設
訓
練
中

に
特
発
動
作
で
停
車
後
、
指
令
に
報
告
せ
ず

運
転
再
開
し
た
事
象
が
発
生
。
指
導
担
当
が

独
断
で
運
転
再
開
を
指
示
し
て
い
る
。
組
合

員
の
事
象
は
徹
底
的
に
取
り
上
げ
る
の
に
、

管
理
者
や
指
導
担
当
が
絡
む
と
短
期
間
し
か

掲
示
せ
ず
、
隠
蔽
す
る
か
の
よ
う
な
会
社
姿

勢
は
許
さ
れ
な
い
。

【 

想
定
さ
れ
る
「
新
た
な
組
織
と 

 

働
き
方
」
の
問
題
点
】

融
合
と
連
携
を
担
う
社
員
の
中
に
は
３
乗
務

ユ
ニ
ッ
ト
で
の
運
転
士
・
指
令
員
・
企
画
業

務
な
ど
１
人
６
役
を

担
う
者
が
い
る
が
、

速
度
制
限
を
覚
え
ら

れ
な
い
▼
車
セ
入
区

後
、
こ
れ
ま
で
自
転

車
で
戻
っ
て
い
た
と

こ
ろ
を
徒
歩
に
変
更
さ
れ
た
。
日
差
し
を
避

け
ら
れ
る
場
所
が
な
く
熱
中
症
が
発
生
。
安

全
衛
生
委
員
会
で
は
会
社
側
委
員
が
笑
っ
て

話
す
な
ど
、
当
事
者
意
識
が
欠
如
。
統
括
セ

ン
タ
ー
化
で
事
業
場
が
広
が
る
と
、
安
全
衛

生
委
員
の
責
任
感
が
希
薄
に
な
る
。
事
業
本

部
化
に
よ
る
事
業
場
巨
大
化
に
は
反
対
だ
▼

乗
務
員
手
当
廃
止
が
提
案
さ
れ
た
が
、
乗
務

員
は
ト
イ
レ
を
我
慢
し
、
食
事
や
家
族
と
の

連
絡
に
も
気
を
遣
う
特
殊
な
環
境
に
あ
る
。

こ
れ
は
「
特
性
」
で
は
な
く
「
特
殊
性
」
だ

▼
多
車
種
乗
務
の
職
場
で
は
「
融
合
と
連

携
」
に
よ
り
専
門
性
が
育
た
ず
、
限
定
行
路

に
限
ら
れ
る
社
員
の
管
理
が
困
難
▼
要
員
不

足
で
兼
務
が
増
加
し
疲
弊
。
統
括
セ
ン
タ
ー

化
で
執
務
室
が
狭
く
な
り
、
働
き
づ
ら
さ
が

増
し
た
▼
「
当
た
り
前
を
超
え
る
」
前
に
、

ま
ず
当
た
り
前
を
確
立
し
、
各
系
統
の
プ
ロ

を
育
て
る
べ
き
▼
ジ
ョ
ブ
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン

で
異
動
後
、
適
応
障
害
で
病
欠
。「
死
ん
だ

方
が
保
険
金
で
家
族
を
養
え
る
の
で
は
」
と

ま
で
追
い
込
ま
れ
た
事
例
も
あ
る
▼
能
力
昇

給
に
よ
る
区
分
化
は
職
場
の
分
断
と
荒
廃
を

招
く
▼
「
副
長
の
フ
ォ
ロ
ー
が
な
い
」
こ
と

を
指
摘
す
る
と
、
車
い
す
対
応
で
６
人
も
副

長
が
来
た
が
、
何
も
せ
ず
後
ろ
を
つ
い
て
く

る
だ
け
。
新
し
い
人
事
・
賃
金
制
度
で
は
、

こ
の
よ
う
な
方
々
に
「
評
価
」
さ
れ
る
の

か
。
富
士
通
の
評
価
型
賃
金
制
度
の
失
敗
か

ら
学
ぶ
べ
き
。

【 

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
・
不
当
労
働
行
為
】

「
決
め
ら
れ
た
取
扱
い
を
し
て
い
な
い
」
と

の
申
告
で
乗
務
か
ら
降
ろ
さ
れ
た
後
、
「
こ

ん
な
こ
と
し
て
乗
れ
る
と
思
う
な
よ
！
決
意

表
明
を
胴
乱
に
入
れ
て
お
け
！
」
と
言
わ
れ

休
職
。
懲
罰
的
日
勤
教
育
は
ど
こ
で
も
発
生

す
る
▼
組
織
再
編
は
不
利
益
変
更
ば
か
り
。

人
事
・
勤
労
ユ
ニ
ッ
ト
は
12
支
社
単
位
に
あ

る
べ
き
だ
▼
車
両
部
門
集
約
時
に
は
、
労
使

主
な
討
論
内
容

主
な
討
論
内
容

の
取
り
決
め
が
形
骸
化
さ
れ
た
。
団
体
交
渉

時
に
、
会
社
が
交
通
費
を
持
つ
訳
で
は
な
い

の
に
新
幹
線
で
の
移
動
が
前
提
の
時
間
が
提

示
さ
れ
る
な
ど
し
た
。
安
易
な
組
織
再
編
や

集
約
は
不
利
益
変
更
に
つ
な
が
る
▼
信
通
職

場
で
は
管
理
者
が
「
何
か
と
は
言
わ
な
い

が
、
身
の
振
り
方
を
考
え
た
ほ
う
が
よ
い
」

と
言
っ
て
き
た
。
組
合
の
こ
と
か
と
聞
く
と

「
何
か
と
は
言
わ
な
い
が
そ
う
い
う
こ
と
」

と
い
う
。
管
理
者
が
法
令
違
反
し
て
い
る
▼

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
相
談
窓
口
は
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
の
事
実
を
否
定
し
、
社
員
を
諦
め
さ
せ

よ
う
と
す
る
事
例
が
多
発
。
Ｊ
Ｒ
東
労
組
が

な
け
れ
ば
泣
き
寝
入
り
と
な
る
。
セ
ク
ハ
ラ

・
パ
ワ
ハ
ラ
を
許
さ
な
い
▼
副
長
登
用
に
組

合
差
別
が
あ
る
可
能
性
。
実
態
調
査
が
必
要

▼
脱
退
後
に
昇
進
す
る
ケ
ー
ス
が
続
き
、
利

益
誘
導
は
明
ら
か
。
副
長
が
「
○
○
さ
ん
は

組
合
ゲ
キ
ア
ツ
で
す
か
？
」
と
発
言
し
た
こ

と
も
判
明
。
話
し
て
く
れ
た
仲
間
を
孤
立
さ

せ
ず
、
職
場
全
体
で
闘
う
こ
と
が
重
要
。
不

当
労
働
行
為
を
し
た
管
理
者
が
守
ら
れ
、
受

け
た
側
が
悩
む
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い

▼
支
部
委
員
長
に
車
セ
か
ら
総
車
セ
へ
の
異

動
が
打
診
さ
れ
、
管
理
者
が
「
割
ピ
ン
を

割
る
の
が
早
い
」
「
支
所
に
行
っ
て
も
ス
テ

ッ
プ
ア
ッ
プ
し
な

い
」
と
冒
涜
す
る

発
言
。
技
術
継
承

に
も
支
障
が
出
て

お
り
、
団
体
交
渉

を
決
意
。「
お
か

し
い
こ
と
は
お
か

し
い
」
と
発
信
し

続
け
る
。

　
16
名
の
皆
さ
ん
か
ら
リ
ア
ル
な
職
場
現
実
を

発
言
い
た
だ
き
ま
し
た
。
「
安
全
を
第
一
に
掲

げ
、
安
心
し
て
働
け
る
職
場
を
Ｊ
Ｒ
東
労
組
が

つ
く
る
」
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
現
場
の
倫
理

観
・
価
値
観
を
大
切
に
し
、「
職
場
か
ら
組
合

員
と
共
に
た
た
か
う
」
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
私
た
ち
は
「
安
全
」
が
単
な
る
掛
け
声
に
な

っ
て
い
る
と
警
鐘
を
鳴
ら
し
て
き
ま
し
た
が
、

「
利
益
優
先
」「
労
務
管
理
強
化
」「
組
合
敵
視
」の

よ
う
な
風
潮
が
広
が
り
、
安
心
し
て
働
け
る
環

境
が
崩
壊
し
て
い
ま
す
。
国
の
「
運
輸
安
全
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
制
度
」
の
重
要
な
点
で
あ
る
「
経

営
ト
ッ
プ
か
ら
現
場
ま
で
が
方
向
性
を
合
わ
せ

て
取
り
組
む
こ
と
」
が
守
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

懲
罰
的
日
勤
教
育
は
人
間
破
壊
で
あ
り
組
織
破

壊
で
す
。
た
た
か
い
な
く
し
て
は
止
ま
り
ま
せ

ん
。
労
使
議
論
、
職
場
で
の
信
頼
関
係
づ
く
り

を
行
う
と
共
に
、
議
員
や
有
識
者
と
の
意
見
交

換
も
検
討
し
ま
す
。
そ
し
て
、
新
た
な
施
策
に

対
し
て
は
「
新
た
な
施
策
に
対
す
る
５
本
柱
」

と
「
た
た
か
い
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
」
を
対
置
し
、

職
場
現
実
を
も
と
に
要
求
を
掲
げ
、
背
景
に
あ

る
要
員
不
足
の
解
決
に
向
け
て
、
た
た
か
い
を

継
続
し
ま
す
。

　
大
宮
地
本
で
の
不
当
労
働
行
為
に
つ
い
て
、

全
地
本
委
員
長
・
書
記
長
会
議
に
て
、
労
使
議

論
で
解
決
で
き
な
け
れ
ば
第
三
者
機
関
の
活
用

も
辞
さ
な
い
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。「
事
実

を
認
め
な
け
れ
ば
何
で
も
あ
り
」
と
さ
れ
る
の

で
あ
れ
ば
、
と
ん
で
も
な
い
職
場
に
な
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
全
地
本
に
関
わ
る
問
題

で
す
。
不
当
労
働
行
為
・
社
員
間
差
別
の
撲
滅

に
向
き
合
わ
ず
に
新
た
な
評
価
制
度
を
導
入
す

る
の
な
ら
ば
許
さ
れ
ま
せ
ん
。
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

に
苦
し
む
仲
間
が
水
面
下
に
多
く
い
る
と
認
識

し
、
そ
の
よ
う
な
行
為
を
絶
対
に
許
さ
な
い
た

た
か
い
を
推
し
進
め
ま
し
ょ
う
。

　
工
務
職
場
で
の
教
訓
な
ど
、「
新
生
Ｊ
Ｒ
東

労
組
運
動
宣
言
」
の
も
と
１
万
名
組
織
の
実
現

に
向
け
た
運
動
が
結
実
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
組

織
拡
大
の
う
ね
り
を
つ
く
り
出
し
、
職
場
か
ら

の
挑
戦
で
、
安
全
で
安
心
し
て
働
け
る
職
場
を

組
合
員
と
共
に
、
私
た
ち
の
手
で
つ
く
り
出
し

ま
し
ょ
う
！

ま
と
め

ま
と
め（
要
旨
）

（
要
旨
）  

髙
橋
書
記
長

髙
橋
書
記
長

新たな施策に対する５本柱新たな施策に対する５本柱
１． 年功賃金の廃止反対！手当・

定昇カットなど生涯賃金の減
額反対！更なる成果主義型へ
の変更を許さずたたかおう！

２． 主たる業務を明確にし、経験
労働と各系統の訓練・教育を
確実に実施させ、安全を守り
抜こう！

３． 十分な休憩時間・在宅休養時
間や勤務間インターバルを確
保しよう！

４． 拘束時間内における副業は反
対してたたかおう！

５． 本人希望を尊重させ、全組合
員が働きがいを持てる職場と
仕事をつくり出そう！
たたかいのスローガンたたかいのスローガン

定期昇給を軸とした新たな格差と
 分断、不利益変更反対！
安全・健康・生活を守るため、
 全組合員でたたかおう！

世の中の流れに流されることなく政治意識を高め、
 「組合員の雇用と利益」を守るために労働組合らしくたたかおう！


